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表紙　　「きりん」　　　　

　　　　ふなと　しゅんた　［ルンビニ幼稚園］
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「和の心」を育てる中で・・・

聖徳学園八王子中央幼稚園では、“三つ子の魂百までも” と言いますよ
うに、幼児期に基本的な生活習慣を身に付けることは常識ある大人とし
て成長する上で、とても重要であると考えております。例えば、挨拶や「あ
りがとう」と言えることが人間関係を築いていくのに欠かせません。私
達は、遊びを通して様々な経験をし、きちんと社会生活が送れることを
ねらいとし、日々保育を行っております。又、学園の建学の精神「和」

を大切にし、一人ひとりの心の成長を
育てています。そのような関わりの一
つとして、年長組が満三歳児クラスへ
行き、登園時、降園時の支度や挨拶、
遊具の遊び方、片付け方等共に過ごし
ながら、お世話を行ってまいりました。
年長組の子どもも進級したばかりの時

は、まだまだ自分のことで精一杯の子どももいましたが、お世話を重ね
ていくことで、年長児としての自覚が芽生え、自分の行動に自信が持て
るようになっていきました。そして、小さなお友達に対する思いやりの
心、優しい気持ちが自然ともてるようになりました。満三歳児の小さな
子ども達も「あ、お兄ちゃんだ 」「お姉ちゃん、これやって」「ありが
とう 」と年長組との関わりを喜び真似ながら、様々な事を身に付け
ていくことが出来ました。一日の生活のどんな場面でも、このような関
わりが沢山見られました。給食時一緒に頂きながら「○○ちゃん、箸は
こうして持つんだよ。」と教えたり、時には「食べさせてあげるね」と
一生懸命に口へ運び食べさせている姿、降園時には、手をつないで玄関
まで移動し、「お姉ちゃん、やって 」「靴を履こうね。こうして履く
のよ。」と必死に見本を見せながら靴の履き替えを手伝っている姿など、
とても微笑ましい姿が沢山見られました。その姿を見ることで、これか
らも「和の心」を大切に育てていきたいと考えを新たにしました。












